
千葉市気候危機行動宣言 
 

  本市では、昨年、令和元年房総半島台風（第１５号）、東日本台風（第１９号）

に襲われ、続く１０月２５日の大雨では、土砂崩れにより尊い命が奪われました。この事実

を、決して忘れてはなりません。 

 

この経験を教訓として、いつ起こるかわからない災害に備え、「災害に強いモデル都市」を実

現するための取組みを進めているところですが、近年、日本を含め世界では、猛暑や豪雨など

温暖化が原因とされる災害が多発しており、もはや気候変動は、私たちの生存基盤を揺るが

す気候危機となっています。 

 

歴史に目を向けると、本市にある加曽利貝塚では、かつて縄文時代に、２０００年もの

長きにわたり、人々が集落を築き繁栄していました。現代よりも自然の影響を大きく受ける環

境にありながら、同じ場所に住み続けることができたのは、自然とともに生きる文化を育み、持

続可能な社会を築いていた証とも言えます。現代に生きる私たちは、この持続可能な社会を

築いた精神と、豊かな「郷土 千葉市」を、将来に繋いでいく責務があります。 

 

現在、持続可能な社会を目指す国際目標であるSDGｓにもあるとおり、気候危機への対

応は地球規模の課題となっています。今こそ千葉市民、団体、企業、大学、行政などの様々

な主体がこの危機を共有し、連携・協力しながら、二酸化炭素排出量の抑制に向けた「緩

和」と、気候変動による影響への「適応」という二つの側面で、気候危機に立ち向かう行動を

進めていくことを、市制１００周年を目前に控えた今、ここに宣言します。 

 

 （１）消費エネルギーの削減や再生可能エネルギーの創出に加え、再生可能エネルギー

由来電力の活用を進めることにより、２０５０年の二酸化炭素排出量実質ゼロを

目指します。 

 （２）気候変動による自然災害や健康被害などの影響への適応策に取り組み、市民の

生命・生活・安全がおびやかされることのないまちを目指します。 

 （３）気候変動への危機意識を共有し、自ら行動を起こすことにより、将来世代も安心し

て暮らせる持続可能なまちを目指します。 
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